
学校運営協議会の仕組みを生かした、学校と地域の効果的な連携・協働体制の構築に取り組む
とともに、学校・学科の特性を生かした特色ある学校づくり及び地域の活性化や地方創生に向け

た高校ならではの取組に資するモデルプランの策定 －山口県教育委員会（高等学校）－

■ 実践研究の内容及び方法
○ 各研究指定校（３校）に、学校運営協議会兼ＣＳ研究協議会を設置
○ 協議会において、学校・地域の課題及び今後の目標・将来像等を
共有し、学校運営への必要な支援を明確化
○ 学校運営協議会委員が、学校の活動及び生徒の様子を参観・評価
○ 生徒や地域住民、関係者等の意識変化を調査し、協議会において
成果を検証

○ 華陵高校（普通科・英語科）

○ 下関北高校（普通科）○ 熊毛北高校（普通科・家庭科）

・県内英語教育のパイロット校としての特色づくりに資する、地
域の支援体制づくりについて
・地域活性化・地方創生に資するグローカル人材の育成に向
けた取組の充実について

・普通科と家庭科を併置する学校としての特色づくりに資す
る、地域の支援体制づくりについて
・過疎化が進行する地域における学校としての、地域活性化・
地方創生に向けた取組の充実について

・再編統合した２校の融合及び新高校としての特色づくりに資
する、地域の支援体制づくりについて
・地域活性化・地方創生に向けた、高校生と学校運営協議会
委員の協働実践及び評価・検証方法の構築について

■ ねらい
学校運営協議会の仕組みを生かして学校・地域の差し迫った社会的・地域的な課題の解決に積極的に取り組み、特
色ある学校づくりや地域活性化・地方創生に向けた、学校・地域の効果的な連携・協働体制の構築を図る。

■ 各校の協議会における具体的な協議内容
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高校づくりをまちづくりの推進力に －山口県立下関北高等学校－

学校設定教科
「地域探究」

地域貢献活動の位置付け

部活動

校内専門
委員会

JRC部、総合文化部を新設 ・地域との関わりを通して、地域と自分自身の未来を創造
・「人」「自然」「防災」「観光・産業」等テーマでグループワーク

キャリアをエリアで考える
地域を舞台にフィールドワーク

・部活動から一般生徒へ地域貢献活動を呼びかけ

・通学路清掃（風紀）、交通立哨（地域立哨）等
秩序維持型から、地域貢献型委員会へ

社会に出る一歩手前の学校だから
こそ、学校生活と社会生活をつなぐ

【学校を取り巻く環境】
近隣の２つの高校が再編統合して、少子化、人口流出による人口減少
が進む地域に今春開校 ⇒ 地域と学校の課題が直結

【学校・地域の課題】～高校の存続による地域社会の維持～

地域の担い手づくり：地域社会の形成・発展に寄与する人材を育成
学校の魅力づくり：地域の特長及び再編統合した２校の特色を生かした学

校の特色・魅力づくりによる入学者の確保
地域肯定感の醸成：ふるさとに対する愛着と誇りやそこで生きていきたい

という「地域肯定感」を生徒、保護者、地域全体で共有
まちづくり：高校・高校生の地域貢献活動による地域の活性化

【学校運営協議会】 ～学校・地域の課題・ミッションの共有と協働実践～
委員：学校と課題・使命を共有し協働する地域づくり団体の代表

渚の交番甦れ通学の街 ハロかぼ
ハロウィンかぼちゃを活用した生産振興と地域活性化
・小学生向けランタンづくり教室
・ランタンでライトアップイベント
・ハロかぼを活用した商品開発
・学校敷地内でのハロかぼ栽培

・商店街空き店舗を活用した美術展
（ギャラリー夢ロード）

・先輩の本棚（卒業生著作展示）
・街の魅力再発見（街あるき）
・通学路の清掃・装飾活動

－下関農林事務所、花卉農協等－ －渚の交番・下関－

プロジェクトプロジェクト プロジェクト

－北高夢ロード実行委員会－

・環境保護活動（ビーチクリーン）
・里山・里海づくり
（水産資源の保護）

・海と親しみ学び体験する活動
（マリンスポーツ体験・情報発信）

各団体・学校 高校との協働実践事案を提案(Ｐｌａｎ) ⇒ 協働実践(Ｄｏ)

学校運営協議会 各団体による実施状況の報告、改善・充実案を協議
（Ｃｈｅｃｋ・Ａction）


